
令和３年度第４回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和４年３月２３日（水） １０時００分～１０時５０分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者  前田会長、附田委員、片山委員、相坂委員、中村委員 

        田村委員、山谷委員、花田委員、稲川委員、野村委員 

        保坂委員 

 

４．欠 席 者  月舘委員、奥崎委員、豊巻委員、中下委員、久保委員 

         

５．事 務 局   吉村経済部長、中村副参事兼課長補佐 

        古舘産業支援係長、山内主査、星主事 

 

６．開催概要 

◎第４回振興会議 

⑴ 開 会 

⑵ 議 事 

・議長は、規則第４条第１項の規定により、前田会長が務めた。 

・事務局より下記案件について、資料に基づき、内容等について説明した。 

    案件１ 市の取組（令和４年度）について 

  質疑応答 

⑶ 閉 会 

  



７．会議概要 

（１）案件１，２について質疑応答 

発 言 者 内  容 

前 田 会 長 それでは、次第に従いまして、会議を進めさせていただき

ます。   

まず、案件⑴ 市の取組（令和４年度について） です。 

事務局より、説明をお願いします。 

事 務 局 （事務局より案件１について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から説明がありましたが、これについてご質問

等はございませんか。 

保 坂 委 員 ６ページ目の「創業相談ルーム」について、私も個人事業所

設置の際に、２１あおもりのＩＭの方と、実際これを活用

させていただいたことがあるが、夏場、この商工会館の３

階は室内が暑くて、結局そこを使わないでココスに行くと

いうことがあった。その点を少々環境改善していただける

と、もう少し利用が伸びるのではないか。是非今後、ご検討

をお願いしたい。 

事 務 局 ご意見ありがとうございます。 

環境の改善につきましては、可能な範囲にはなるが、是非

前向きに検討させていただきたい。 

保 坂 委 員 扇風機くらいほしいです。 

花 田 委 員 ３ページの、「住宅リフォーム事業費補助金」で、限度額が

１０万円とある。今まで２０万円だったが、やはり応募者

が多かったからか。 

事 務 局 今年度までは限度額２０万円ということで実施していた

が、今年度は申請の段階で、９月上旬で既に申請が多数あ

り、予算額を消化してしまった。財政サイドと協議して予

算を増やせないかという話はしていたが、来年度も今年度

と同様の予算額ということで決定したので、予算の上乗せ

は期待できないけれども、市民の方に、できれば広く活用

してもらいたいという思いがあったので、限度額を引き下

げ、できるだけ多くの方に利用を促すという制度設計にし

ている。 

花 田 委 員 分かりました。 



フライングで、新年度に向けて、お二人ばかりに補助限度

額２０万円といういい話をしてしまっていた。 

予算額は同じということであるが、結構人気な事業なので、

逆に限度額も同じにして、より利用者を増やした方がいい

ようにも思う。 

前 田 会 長 今年度は、４月の上旬から始まり、２，５００万円使ってし

まったということで、今言ったように９月上旬で受付を終

了した。その後も申し込みが多数あったが、それでも事業

を打ち切った。 

来年度も是非事業の実施をと私の方からも市役所にお願い

しに行ったところ、実は、３ヵ年計画か５ヵ年計画の事業

だったということで、新年度はもうやらないかもしれない

という話を聞いたので、市議会の議員の方に「そんなこと

はないだろう、こんなに人気がある事業なのに」と文句を

言ったら、２，５００万円の予算が復活した。 

部長、その辺はどうですか。 

吉 村 部 長 予算の上限というものがどうしても限られてしまうので、

大変、事業者の皆様には、ご不満もあるかと思われるが、今

年度は限度額について１０万円ということでお願いした

い。なるべく皆様に広く渡るようにしたいということから

こういう形をとらせていただく。よろしくお願いいたしま

す。 

前 田 会 長 リフォーム事業費補助金について、最大３８社かな、指定

業者があるが、今までだったら２００万円までの工事費に

補助がされていたのが、今度は１００万円までということ

になる。補助率は１０％なので限度額は１０万円というこ

とになる。 

野 村 委 員 今の話のついでだが、三沢市における地域への人材定着、、

他に人が流れないという観点からすると、本当ならここは

尽くしてもらわなくてはならない。それと、今物価がすご

く上がっているということもあるので、そういった資材の

高騰という動きを考えて予算を組んでいるのかな、大丈夫

かなという思いがある。実際に、去年はできた５０万の工

事が今年も５０万でできるかというと、そうでないことは



業界の方だと分かっていると思う。そもそも物もいつ入っ

てくるか分からないという点もある。今後、「三沢市への定

着」というのを考えるのであれば予算の付けどころ等、是

非業界の方々のお金の動向を確認してからがいいのではな

いか。 

吉 村 部 長 ご事情は察するところがあるが、今年度は大変申し訳ない

けれども、こういった形で進めさせていただく。来年度以

降に関しては、こういった委員の皆様のご意見を財務局の

方にもきちんと説明し、なるべくご期待に沿えるように努

力したいと思っている。今年度はこの形でよろしくお願い

いたします。 

前 田 会 長 皆さんの意見を議会の方に是非届けたいということで、本

年度の１月１３日に、議員と私らの懇談会を予定していた

が、それがコロナの関係でボツになった。私のところにも、

業者の皆さん、市民の皆さんから「来年度も是非事業を続

けてくれ」との要望があり、「是非議員の皆さんにもお願い

しよう」と思っていたところであった。 

野 村 委 員 ２ページの「資格取得支援事業助成金」だが、限度額５万円

/人ということは、これは一人５万円ということか。また、

国家資格の試験は結構青森県内ではやっていないものが多

い。建設業の経理や給与検定など、近くて仙台というよう

な場合に、ここに受講料、教材費、登録料と書いてあるが、

そういう移動費までは見込んでないのかなという点も少々

疑問に思った。 

事 務 局 一人に対して最大５万円で、会社単位で申請いただくので、

事業所においては二人まで、最大１０万円まで補助が出る。

令和３年度の要綱だと、受験料、教材費等を対象経費とし

ているが、確かに国家資格になると、試験会場が遠く東京

だということもあるので、少し検討させていただきたい。 

山 谷 委 員 ２ページの助成金の関係で、一段目の「資格取得支援事業

助成金」が、私ども国の「人材開発支援助成金」、二段目の

「ＵＩターン人材確保支援事業助成金」が「中途採用等支

援助成金」というように、同じような条件のものがある。実

際には細かい要領などを突き合せなければ、どちらの方で



どういうふうに補助金が出るのか、または併用ができるか

どうかという点は今すぐには分からないが、国が扱ってい

るもの、県が扱っているもの、各市町村が扱っているもの

というのが、本当はワンストップで聞けるところがあると

いい。あと「高齢・障害・求職者雇用支援機構」でも助成金

を持っているので、そういう色んなところの助成金を併せ

て聞けて、どれをどう活用すると、一番事業所さんにとっ

て一番有利なのかというのを、ワンストップで聞けるとこ

ろがあるのが、本当は一番いいと思っている。 

今、コロナ禍で色んな自治体さんで補助金、助成金を色々

出しているが、私どもの方でははっきり言って掴めていな

くて、ＨＰを見て気付くということがある。そういう色ん

な助成金を是非活用していただきたいので、事業所さんの

方にも「こういうのがある」というのが詳しく分かるとこ

ろがあればいいと思っている。 

前 田 会 長 国、県、市において助成金が多数出ているけれども、どこを

活用するか。とにかく活用してほしい。よろしくお願いい

たします。 

附 田 委 員 以前 2017 年か 2018 年に、京都大学の岡田先生をお招きし

て、中小企業振興シンポジウムみたいなのを行ったが、今

後そのような、例えば高校生を交えてとか大学生を交えて

といったイベントの計画を立てることはできるものなのか

という点についてお聞きしたい。 

事 務 局 何年か前に、当時京都大学の教授であった岡田先生を招い

てシンポジウムを開催させていただいた。来年度、４月に

なってから、新しい委員さんと計画を立てていければいい

とは思っているが、例えばシンポジウム、または市長、若し

くは高校生なり学生さんを交えた何かイベントをやるとい

うことも、この会議の中で話し合った上で決めていくこと

は可能になると思っている。ただ来年度のコロナの状況に

もよるので、来年度か若しくは再来年度の夏か秋に、第４

期の振興会議の集大成という形でやってもいいのではない

かなと考えている。それに係り、会議のご意見を受けて事

務局の方で調整等させていただくことは可能なので、また



４月以降お話できればと考えている。 

保 坂 委 員 ４ページ目の「産業情報メール」について、こういった周知

の方法はありだなと思う。先ほどの補助金の話もそうだが、

なかなか事業者が情報を直接取りに行くというのは結構大

変な場合もあるので、その部分を行政サイドの方で「国で

はこういうものがあるよ、県ではこういうものがあるよ」

ということが逐一メール等でお知らせされると本当にい

い。メールだけにこだわらず、例えばＳＮＳの活用も今後

考えていただきたい。メールだけだとタイトルだけ見て捨

てる可能性も少々あるので、そういった、手段にこだわら

ず周知するということをやっていただきたい。 

野 村 委 員 最近ＤＸという言葉をよく聞く。そこの部分ではどの辺り

まで進むのか。それこそ今ＳＮＳと言ったとしてもライン

やインスタグラム等、まだまだあるが、先ほどのシンポジ

ウムに関しても、わざわざ直接来なくてもオンラインでで

きる。その環境が三沢市でもし間に合ってないのであれば

加速いただければ、先生も会場に来なくても学校から繋い

で参加できる。この間もＳＤＧｓ関連の県の事業の際にそ

れぞれが繋いでプレゼンして発表し合ったということがあ

ったので、できないことはない。ただそれが、三沢市の方で

どこまで追いつくのかをお聞ききしたい。 

事 務 局 自治体ＤＸの関係で、今総務省の方から各自治体の方に、

今現在令和７年度までを目指して、様々な事業についてデ

ジタル化であったり、必要があればアウトソーシングとい

うふうな形で事務の軽量化を図ったり、国・県・市の情報共

有を図れるようにしたり、ウェブ会議だけではなくて、業

務上の情報等もクラウド上で管理できるようにして、自宅

でのテレワークも、今のコロナのような状況になったとし

ても交替してできるようなシステムの構築、加えて市民の

方々にとっての行政の利用しやすさとして、例えば住民票

をコンビニで取れるようにということも進めようとしてい

る。そのためにはマイナンバーカードの登録等も必要には

なってくるが、三沢市の方でも国のスピードに付いていけ

るように、来年度から新しい課を作って進めていきたいと



は思っているけれども、具体的にこの事業がここまでとい

うのもは今のところまだ行ってはいない。国の方からの情

報とすれば、このような時間的な体制で進めてほしいとは

言われている。 

田 村 委 員 多くの方々が住宅リフォーム事業費補助金が少ない等とい

うところで議論が持たれているが、資料に掲載されている

ものは全て新規事業なのか、継続事業も載せているのか。 

事 務 局 一部新規事業で継続事業も交ざっている。 

田 村 委 員 継続事業であれば昨年度、どのくらいお金が余ったり足り

なかったのか、そういう部分を示していただければ、どの

程度使われたのか分かるのではないか。 

あとは先ほどＤＸの話をしていたが、意外と今世の中を見

ていると、学内の会議もオンデマンドというかオンライン

式で、研究室でパソコンの画面に向かって会議を行ってい

るという状況であるが、意外とあれは、使える人は使える

が、初期の設定の仕方が分からない、または Zoom や Googl

フォーム等の場合、主催者によって使うものが違うとなる

と、それぞれのソフトを用意しておかなければいけない等、

使い方は簡単だけれども、まずそれをどうやって使えるよ

うにすればいいのかを分かる人がなかなかいないという人

が結構初期の段階でいる。例えばこれから、世の中の情報

化が進み、便利だと人々が認識すると、昔の不便な時代に

なかなか戻りにくいという、人間の慣習がある。事業者は

オンラインなどで、国がやる展示会や商談会なども、近年

はオンラインで開催をしている。Wi-Fi さえ入っていれば、

ソフトがあれば、やろうと思えばできるものだが、「Wi-Fi

はどうやって買えばいいのか」等、笑い話のようではある

が、うちの大学で私たちより上の世代の人たちは、数年前

情報系の会社に見積をお願いしたときに、「ＡＩシステム一

式」と書かれていて、ＡＩというのはＡＩというものがあ

るというように多くの人たちは認識しているらしいけれど

も、あれのシステムを買うということ自体難しい、見積を

上げるのは不可能らしい。やはり、年配の方々はまだ、ＡＩ

とかＤＸと言うと、デジタルトランスフォーメーションと



は何のことか分かっていないという人も多く、うちの大学

の３分の２の教員はＤＸと言うと基本的には「デラックス」

だと思っていて、何かが豪華になるための設備だとみんな

思っている。システムの導入を進めるというのは非常に重

要ではあるが、その運用ということがこれからの中小企業

の振興という上では非常に重要なのではないか。 

片 山 委 員 去年一昨年、もちろん今年と、with コロナ・after コロナ

での「新しい生活様式」への対応は、一般の方々にとっては

すぐ目につき、活用したいという思いが強いのではないか

というところがある。国の方も県の方も、事業復活支援金

や、欠時支援金等、同じような形のメニューがあり、三沢市

さんの助成金についてはもちろん併用での活用は可能なも

のと考えている。実は私どもが中小企業の方をお手伝いす

る際の話で、事業復活支援金や月次支援金は、ネット上で

申請するような形であり、この頃慣れてはきたが、このネ

ットでお手伝いするというのが、かなりコツがいるという

のが正直なところである。ＤＸにも関わるところだが、ご

自宅にＰＣがなかったりネット環境がないという場合は、

私どもの事務所にお越しいただき、一緒に、手取り足取り

打ち込みをするというのが日々の業務になっている。三沢

市さんの助成金についてはきちんと調べていなかったけれ

ども、申請の仕方は割と簡単なものか。 

事 務 局 市の今回の助成金については、業種が確定しており、その

業種は、すべて登録制になっている、営業許可が必要にな

っているものであるので、こちらの方から書類等を、説明

書類を含めた形で郵送するような予定にしている。返信に

ついても郵送でしていただくような予定にしているが、中

にはＰＣではないけれども、お年寄りの方等、やはり直接

でないと申請できないという方もいる。そういう方のみ市

役所の方に、それぞれ時間をずらして予約制で来ていただ

いて申請していただくというようになっており、割と問題

なく進められている状況だと把握している。 

相 坂 委 員 私は昨年の１０月からの委員で、昨年４月の段階の予算等

を把握しておらず、先ほど田村先生がおっしゃったことと



少し被るが、前年の予算の状況と消化具合等をまとめてい

ただきたい。例えばリフォーム事業が９月で予算がなくな

ってしまったという話の中で、予算の増額はできないとい

う話があったけれども、すべての予算はもう埋まっている、

消化されているという状況だとは思うが、市民の皆様の必

要とされる方へ金額をシフトする等、臨機応変な対応も必

要になってくるのではないか。 

コロナの助成金に関して、これは一企業当たり２０万円と

いう固定金額である。事業規模にもよるけれども、２０万

円で一息つくという方もいるが、２０万円だとどうしよう

も、何にもならないという方もいると思っているので、助

成金額を事業規模によって上げたり下げたりするのがいい

のかどうかという点も含めて議論するというのもあってい

いのではないか。 

事 務 局 まず給付金２０万円についてであるが、基本的には国の方

で、これの他に復活支援金などで対応していただいて、そ

れにおいてまだ足りない、経済的打撃を受けて大変だとい

う、際立っている業種に対して、市の方ではなるべく手続

きも簡単にするという意味も含めて、今回この２０万円と

いう一律の金額での給付という形をとっている。基本的に

は国の方の復活支援金をベースにして対応していただくと

いうことを考えていたので、今回こういった対応となって

いる。 

中 村 委 員 特に意見ということではないが、６ページ目、「起業・創業」

という切り口の部分でひとつ。 

当協会も創業相談ルームの、ＩＭ、専門家の方とはよく連

絡をとらせていただいて、金融調達のお手伝いさせていた

だくケースが多々ある。生業を作るという意味合いになる

と創業という切り口があって、事業継続させる、相続させ

るということになると事業承継事業が非常に大事で、この

両立が重要である。１、２年だけ施策を打っただけではど

うにもならないので、やはり創業とか事業承継というもの

は１０年、２０年とかいうスパンで考えて継続していただ

きたい。 



稲 川 委 員 After コロナの件で、先日知り合いが空き店舗を改装して、

規模的には非常に小さいものでいいので飲食店を是非オー

プンしたいということで商工会に行ったら、非常に丁寧に

手取り足取り開店までの段取りを教えてくれたらしい。し

かし、肝心の空き店舗が、自分のイメージとマッチしたも

のが見つからなかったり、あっても内装が黴だらけで再利

用できるような状態ではないということで、本来は夏オー

プン予定であったが、そのマッチングがうまくいかず少し

見合わせることにしたという相談を受けることがあった。 

そのマッチングに対しての手助けも何かしてあげられるよ

うに、この委員会でシステムを考えてもいいのかなと思っ

た次第である。 

前 田 会 長 ありがとうございました。 

最後に、会議を代表して、私から一言ご挨拶させていただ

きます。 

（会長挨拶） 

前 田 会 長 それでは、事務局から、代表して吉村部長にご挨拶願いま

す。 

吉 村 部 長 （吉村部長挨拶） 

前 田 会 長 ありがとうございました。 

これで、本日の案件は終了いたしました。 

以上をもちまして本日の会議は終了いたします。 

ありがとうございました。 

 


